
「食でつなぐ、ひと・もの・こころ」 
～地域住民の食を支える食品スーパーマーケットの取組～

株式会社マルイ（岡山県）

株式会社マルイは、地域住民の毎日の食を支え

る食品スーパーマーケットの立場から、食に関す

る情報や体験活動を提供する取組を行っています。

平成18（2006）年、社内に「食育推進室」を設

置し、「食でつなぐ、ひと・もの・こころ」をテー

マに、地域の生産者、企業、学校、行政等と幅広

く連携しながら、平成26（2014）年には計234

回、延べ約23,000人が参加する体験活動等を実

施しました。

毎月19日の「食育の日」には、店舗内で旬の食

材を活用した料理提案を行うほか、イートインコ

ーナーで定期的に料理教室も開催しています。食品製造事業者との連携により、例えば食酢メーカー

との共催で酢を活用した減塩メニューを提案するなど、消費者の興味を引き出す情報発信を行うこと

で、毎回キャンセル待ちが出るほどの好評を博しています。また、参加した地域住民どうしが交流を

深める機会にもなっています。

学校との連携では、高等学校との協働で考案した地産地消レシピの紹介や、大学と協働開発した弁

当の販売などを行っています。また、平成21（2009）年から毎年主催しているイベント「MARUI

フードフェスタ」では、物販や試食だけでなく、

参加型企画やワークショップにより、食に対する

新たな発見や気づき、世代間・地域間交流の場を

提供しており、平成26（2014）年には2日間で

延べ約18,000人が参加しました。

このように、株式会社マルイでは、地域住民に身

近な存在である食品スーパーマーケットを、地域

住民と生産者、企業、学校、行政等の多様な主体

とをつなぐ拠点として位置付けながら、また、企業

としての事業活動とうまく調和させることにより、

持続的かつ発展的な食育活動を行っています。

［第3回　食と農林水産業の食育優良活動表彰 消費・安全局長賞（企業部門）受賞］

事　例

生産者と消費者をつなぐ農業体験

店舗イートインコーナーでの料理教室
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第6節　食品関連事業者等による食育推進
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